
野洲市こども課

H29.6.23

平成29年度

野洲市こどもの家持続ある運営を考える委員会

【補足資料】



「土曜日開所」に関わる職員（学童保育指導員）人件費試算 について　

土曜日開所人件費　～社会福祉協議会算出～
条件： 通年期間２支援単位（80人）

季節期間３支援単位（120人）

※１支援単位＝おおむね40人

通年保育 季節保育 延長分 通年保育 季節保育

手当又は賃金(円) 2,508,000 1,128,600 514,800 1,026,000 461,700

１時間当たり（円/ｈ） 1,650 1,650 1,650 1,350 1,350

１日開所時間（時間） 9.5 9.5 2 9.5 9.5

開所日数（回（日数）） 40 12 52 40 12

土曜日開所人件費（計）5,639,100 円　/年

非常勤職員
備　　　考

職員数（人数） 4 6 3 2

常勤職員

3

３人（常勤２人・臨時１人）/

支援単位とし、通年保育２支援、

季節保育３支援単位とする。※た

だし、延長保育は１支援ででの運

営とする。
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☆算出根拠資料

①土曜日保育保育必要児童数等について

必要総数 申込総数 率

134人 972人 13.786%

a 23.1%

②延長保育について

時期 利用者数 登録者数 率

延長（月額） ４月夜間 210人 965人 21.762% 平成29年度利用実績より

５月夜間 193人 675人 28.593% 　　　　　〃

４月朝A 113人 965人 11.710% 　　　　　〃

４月朝B 167人 965人 17.306% 　　　　　〃

20%

延長（緊急） ４月 79人 965人 8.187% 　　　　　〃

５月 52人 675人 7.704% 　　　　　〃

8%

③こどもの家通年・季節利用割合

通年保育率（H25～H29の平均） 71% 第１回委員会資料より

季節保育率（H25～H29の平均） 29% 第１回委員会資料より

④想定定員数

土曜日保育利用想定人員 1,080人 119人 上記①及び③より

　内通年利用者想定人員 119人 84人 　　　　　〃

　内季節利用者想定人員 119人 35人 　　　　　〃

⑤想定保育料

Ⅰ．保育料の計算 通年　a 80人

季節　b 40人

4,400円 A 4,840,000

4,000円 B 4,400,000

3,000円 C 3,300,000

2,500円 D 2,750,000

2,000円 E 2,200,000

Ⅱ．延長保育料の計算 通年　a 23人 上記⑤通年保育a×上記②延長（月額）５月夜間

季節　b 11人 上記⑤季節保育b×上記②延長（月額）５月夜間

500円 A 160,500 （a+ｂ）×A×1月（8月朝）+a×A×12月（夜間）+b×A×1月（8月夜間）

250円 B 56,250 （a+ｂ）×B×5月（上記以外の季節朝）+ｂ×B×５月（夜間）

計 216,750

※上記Ⅰ．保育料（延長は除く）に次の軽減及び減免を乗じた額を上記額が減じたものを保育料とした場合

兄弟軽減者 兄弟率 21% 軽減率 50.0% H28年度実績より

所得減免者 減免者率 7% 平均軽減率 20.0% H28年度実績（ひとり親）より

4,400円 A 4,271,155

4,000円 B 3,882,868

3,000円 C 2,912,151

2,500円 D 2,426,793

2,000円 D 1,941,434

a×D×12月+（（ｂ×D×5月）/2）+ｂ×D×１月

平均

平均

土曜日保育必要児童数

11%

平成29年度定期申込実績より

上記率×（１-a)

過去３年間の途中退所率を考慮

した補正をする。

延長項目 備考

a×A×12月+(（ｂ×A×5月）/2)+ｂ×A×１月

a×B×12月+（（ｂ×B×5月）/2）+ｂ×B×１月

a×C×12月+（（ｂ×C×5月）/2）+ｂ×C×１月

a×E×12月+（（ｂ×F×5月）/2）+ｂ×E×１月
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